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専 門 分 野 材料加工学 / 材料プロセス学 / 粉体加工学 / マテリアルエコプロセス学

論文・報告

・「燃焼合成法による Ni3Al 金属間化合物の製造に関する基礎的研究」（学位論文）
・“FFT アナライザーの周波数応答関数による Cu-Sn/Graphite 複合焼結体の振動減衰機構の解析”, 粉体および粉末冶金
62-10（2015）, 511-518
・鉄粉末および合金鋼粉末における水の吸着・脱離挙動 , 粉体および粉末冶金 , 61-10（2014），487-495.
・二段階燃焼合成法による TiAl 基，Ni3Al 基複合金属間化合物の相・組織と機械的性質 , 粉体および粉末冶金 61-7（2014）, 
369-377

著 書 「燃焼合成の化学、ティー・アイ・シィー」（1992）

特 許
「Ni3Al 基 Ti‐Ni‐Al 系金属間化合物及びその製造方法」日本国特許　特開 178676
「高密度 TiAl 金属間化合物の常圧燃焼合成方法」日本国特許 第 3771127 号
「鋳型およびその製造方法」日本国特許 第 4608622 号

所 属 学 会 日本機械学会 / 日本金属学会 / 粉体粉末冶金協会

学 外 活 動
・日本機械学会北陸信越支部 第 45/46 期商議員
・日本機械学会北陸信越支部 第 46 期富山県幹事
・日本機械学会 第 86 期会員部会委員

受 賞 歴 日本金属学会ジェフリース賞（平 8.3）/ 日本機械学会機械材料・材料加工部門優秀講演論文賞（平 8.11）
現在の研究課題

（1）粉末冶金的手法による金属間化合物新素材の創製と特性に関する研究
金属間化合物は、高温強度が室温と比べ数倍に高まる性質から、高温向部材への適用が検討されている。その製造方法、特性改善策、

形状付与方法について検討する。
（2）粉末焼結ガス放出挙動に関する研究

粉末は表面積が大きく、多量の空気、水、ガスが吸着する。焼結部品の特性に悪影響を及ぼすことから、焼結ガスの放出メカニ
ズムを解析し、特性改善策を探求する。

（3）FFT アナライザーによる焼結部品の振動制御の研究
近年、需要の拡大と共に、振動特性を考慮した焼結部品が求められている。特に環境配慮型自動車や多機能産業機械では、軽薄

短小かつ振動特性に優れる部材が必要とされる。 FFT アナライザーを用い焼結部品の振動制御について探求する。
共同研究キーワード

粉末冶金 / 焼結 / 粉体加工 / 焼結メカニズム / 金属材料 / 新素材 / セラミックス / 成形加工 / 材料循環プロセス

材料設計加工学講座

准教授

日
ひ び の

比野　　敦
あつし

博士（工学）
（東京大学・平 8）

東北大学工学部金属工学科卒業（昭 58.3）/ 東北大学大学院工学研究科博
士前期課程修了（昭 60.3）/ 東北大学大学院工学研究科博士後期課程期間
満了退学（昭 63.3）/ 東北大学工学部助手（昭 63.4 ～平 4.6）/ 電気通信大
学電気通信学部助手（平 4.6 ～ 11.3）/ 富山県立大学工学部講師（平 11.4
～ 14.3）/ 同工学部助教授（平 14.4 ～ 19.3）/ 同大学准教授（平 19.4 ～ 学
校教育法改正による職名変更）

■経   歴

専 門 分 野 複合材料工学 / 破壊力学 / 計算力学

論文・報告

「織物ガラス－エポキシ積層材料の極低温破壊・変形挙動」（学位論文）
「Transverse tensile strength of unidirectional fibre-reinforced polymers and self-healing of interfacial debonding」（Plastics, 
Rubber and Composites : Macro molecular Engineering, 2006）

「Analytical and experimental characterization of stiffness and damping in carbon nanocoil reinforced polymer 
composites」（JSME Journal of Solid Mechanics and Materials Engineering, 2008）

「Thermal conductivity of polymer composites with close-packed structure of nano and micro fillers」（Composites:Part A, 2009）
「Effect of ultrasonication on the cryogenic tensile properties of carbon nanocoil/poly-dicyclopentadiene composites」
（Composites : Part A, 2012）他

特 許 「半導体モジュール及び電力変換装置」（特許 3556175）「回転機」（特許 4173416）
「積層体及び工作機械用安全ガラス」（特許 6653831 号）

所 属 学 会 日本金属学会（平６.４～）/ 日本機械学会（平 15.４～）/ フィラー研究会（平 21.４～）/ 日本材料学会（平 27.４～）/ 高分
子学会（平 28.４～）/ 日本複合材料学会（平 29.４～）/ プラスチック成形加工学会（平 30. ４～）

学会委員等 フィラー研究会副会長（平 25 ～）、日本機械学会北陸信越学生会主幹事（平 30）、日本複合材料学会東海・北信越支部商議
員（平 30 ～）

受 賞 歴 日本金属学会・日本鉄鋼協会奨学賞（平６. ３）/ICMC Student Travel Assistance Award（平７. ７）/ 日本機械学会北陸信
越支部 支部賞（優秀講演賞）（平 22. ４）/ フィラー研究会技術奨励賞（平 27.1）/ 日本材料学会複合材料部門論文賞（平 30.3）

現在の研究課題
１．自己修復性を有するポリマー系複合材料の開発

使用時に発生する内部損傷を自己修復して，優れた強度を長期間維持するポリマー系複合材料の開発に関する実験と数値シミュ
レーションを行っている。

２．セルロースナノファイバーを用いたポリマー系複合材料の創製と特性評価
セルロースナノファイバーの分散技術開発とセルロースナノファイバーを用いたポリマー系複合材料の特性を実験と数値シミュ

レーションの両面から評価している。
３．ナノ・ミクロ複合フィラーを用いたポリマー系複合材料の微視構造設計と熱伝導特性評価

ミクロスケールとナノスケールのフィラーを組み合わせたポリマー系複合材料の熱伝導特性を実験と微視構造に注目した数値シ
ミュレーションの両面から評価している。

共同研究キーワード
複合材料 / 新素材 / 材料強度 / 伝熱 / き裂 / 破壊

東北大学工学部材料加工学科卒（平 6.3）/ 東北大学大学院工学研究科材料
加工学専攻修士課程修了（平 8.3）/ 東北大学大学院工学研究科材料加工学
専攻博士課程修了（平 11.3）/ ㈱日立製作所日立研究所（平 11.4 ～ 15.3）
/ 富山県立大学工学部講師（平 15.4 ～ 21.3）/ 同大学准教授（平 21.4 ～
29.3）/ 同大学教授（平 29.4 ～）

■経   歴材料設計加工学講座
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（1971生）
博士（工学）
（東北大学・平 11）


